
愛媛大学医学部創立50周年記念事業
日時 令和５年１０月７日（土）
場所 ANAクラウンプラザホテル松山

会場：南館4F(エメラルドルーム)、2F(サファイアルーム)

会場：南館4F(エメラルドルーム)、2F(サファイアルーム)

会場：本館4F(ダイヤモンドボールルーム)

講師：

講師：

医師の診断力を向上させるために、日々どのように訓練をつづければ
よいか？最新の取り組みを紹介する。

獨協医科大学総合診療医学初代主任教授
愛媛大学医学部２７期生（2005年卒業）

生理学研究所 細胞生理研究部門／
生命創成探究センター 温度生物学研究グループ
愛媛大学医学部６期生（1984年卒業）

5. 来賓祝辞
6. 祝電披露
7. 閉式の辞

1. 開式の辞
2. 学歌斉唱
3. 式 辞
4. 学長挨拶

アメリカ留学中にカプサイシン（トウガラシの辛み成分）受容体の
遺伝子クローニングと機能解析に携わり、その成果は2021年に
David Julius教授がノーベル生理学医学賞を受賞するという形で結実した。

記 念 式 典 15:00～15:30

記念講 演会 15:45～16:45

記念祝 賀会 17:30～19:30

 診断の質を高めるには？

 カプサイシン受容体発見から温度感受性TRPチャネル研究に携わった26年
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